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I。はじめに

図書館業務のサポートや学生による選書，上級学生に

よる学習支援活動など，図書館運営への学生参加は多く

の大学図書館で行われている。

しかし〆旭川医科大学（以下，本学）を含め医学部に

は多忙を極める学生が多いため，医学部ではそれが難し

いとの先入観があり，本学図書館（以下，当館）では近

年までほとんど運営に学生を巻き込んでこなかった。

ところが，医学部を含めた学生を取り巻く環境や当館

の方針などが若干変化したこともあり，３年ほど前より

当館でも，学生との選害ツアーを行ったり非常勤職員と

して学生を雇用するなどようやく学生との協働の機会を

持ち始めた。それらはいずれも，利用者である学生の視

点を取り入れることを主目的とした当館側からのはたら

きかけで実現したものであった。

その後当館では，思いがけず学生側からのアクションで学

生と協働する機会を2度も得たので,それら2事例を紹介する。

Ⅱ、事例１：図書館学生委員会

１．，発足の経緯

当館では1990年より夜間の無人対応による特別利用

を始め，1996年には特別利用を含めた24時間開館が実

現した。当初の利用対象者は申請した職員のみであっ

た。学生の特別利用は，1994年に最上級学年のみを対

象としてから段階的に拡大され，2000年には全ての学

生が24時間利用できるようになった。そのため夜間．

休日の特別利用を無人開館と表現を改めた。

無人開館の対象者と利用時間が拡大され利用者が増え

るにしたがい，ルール違反行為やマナーの悪化も目立っ

てきた。例を挙げると，館内での飲食や，閲覧席に荷物

を置いたまま長時間離席する“席取り"，無数の付菱紙

を貼りつけた閲覧席の私物化など，周囲の迷惑を顧みな
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い行為の数々である。

こうした行為に対し，当館では以前より口頭注意や一

部の利用制限などを行ってきたがあまり効果はなく，有

効な対策を講じる必要を感じながら，その手段を見つけ

られずにいた。

状況を重くみた当館では2009年秋，「このまま２４時

間開館を続けていいのか？」と全ての学生へ向けて問題

提起し，図書館長と学生との懇談の機会をもうけた。

同年12月に行われた懇談会では，白熱した議論の末に，

その場で有志の学生13名が「自分たちの手で学生の図

書館利用マナーを改善し，２４時間開館を存続させるた

めに活動する！」と名乗りをあげた。これが図書館学生

委員会（以下，学生委員会）である。

２．活動内容

このように発足した学生委員会は，組織としては非公

式だが一応の任期や役職も定めている。多少の入れ替わ

りを経て，発足より２年あまりの2012年２月現在のメン

バーは18名を数えるが，時期により臨床実習中の学生も

いるため実働メンバーは10名に満たないことが多い。具

体的な活動には図書館側との連携が必要であるため，彼

らの協議・意思決定の場であるミーティングにはほぼ毎

回，当館職員も同席し，必要に応じて助言している。

学生委員会の活動目的は自分たちの手で24時間開館

を存続させることであり，それを達成するために彼らが

立てた計画は，以下のとおりである。

(1)まずは短期的対策として，すぐにできることを行動

に移す。

(2)（１）を実行しながら，中期的対策として，マナー悪

化をペナルティではなく仕組みによって防ぐ方法を考

える。

(3)さらに，問題なく２４時間開館を継続していける状

態を保つための長期的対策を考えていく。

このように，適正なマナーの定着を段階的に図ってい

こうとするものであった（図1)。
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